
毎年のように発生する、大雨、台風、地震等の自然災害から命を守るために、日頃
から防災知識を身につけ備えをしておく、そして、災害発生のおそれがある場合には
防災情報をキャッチして迅速に避難することが大切です。
※令和３年５月 20日から避難情報等が下図のとおり変更となっています。

自然災害から命を守るために知っておいてほしいこと

■災害用伝言板
　携帯電話のインターネットサービスを活用し、被災地域の方が自らの安否を文字情報によって登録
することができるサービスです。
災害発生時には、携帯電話各社のポータルサイトのトップメニューに「災害用伝言板」へのリンクが
表示されます。登録された伝言は各社の携帯電話やパソコンなどで、電話番号をもとに検索すること
で閲覧することができます。
※防災週間（８月 30 日～９月５日）の期間中はこれらのサービスの体験利用が可能です。この機会
にぜひ体験してみてください。

お問い合わせ：総務課　☎９６６－１２００

　これから秋にかけては、台風や前線の影響で、大雨、暴風等に
よる自然災害が発生しやすい季節です。皆様には気象庁のウェブ
サイト「危険度分布（キキクル）」などを活用し、早めの避難など
防災行動をとるようお願いします。

　いつ起こるかわからない自然災害。いざ災害が発生するとライフラインが使えなくなったり、道路
が塞がれたり水没して、物流が機能しなくなるおそれがあります。このため、最低でも３日分、でき
れば１週間分くらいの食品を家庭で備蓄しておくことが重要です。

●災害などで食料が手に入りにくくなった時に備える

　家族がそれぞれ別々の場所にいるときに、災害が発生したときには、お互いの安否を確認できるよ
うに、日頃から安否確認の方法や集合場所などを家族で話し合っておきましょう。
家族みんなが携帯電話を持っている場合でも、災害時は回線がつながりにくくなるため、連絡がとれ
ない場合があります。安否確認には、「災害用伝言ダイヤル（171）」、携帯電話のインターネットサー
ビスを利用した「災害用伝言板」などのサービスを利用しましょう。

■災害用伝言ダイヤル
　大災害発生時に、被災地内の電話番号に限り利用可能なサービスとして、局番なしの「171」に電
話をかけると、音声ガイダンスに従って安否などの伝言を音声で録音することができます。被災者の
家族等が全国どこからでもその伝言を再生し安否を確認できたり、被災者に伝言を録音することがで
きます。
※一般加入電話や公衆電話、一部の IP 電話から利用できます。

市町村が災害の状況を確実に把握できるものでない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令
される情報ではありません。
避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準
備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。
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●安否情報の確認方法を家族で決めておく

キキクル
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